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次世代スーパーコンピュータの開発・利用に関わる施策

期待される効果
＜次世代スーパーコンピュータの開発により期待される成果＞
・ 我が国において、継続的にスーパーコンピュータを開発していくための技術力が維持・強化される。
・ 次世代スーパーコンピュータの利用を通じた大規模シュミレーションが可能となることで、大学・研究機

関等において超高並列の数値計算アルゴリズムや最適な計算方法に関する研究開発が活性化される。また、
我が国において科学技術計算におけるソフトウェア開発力が維持・強化されるとともに、大学・研究機関、
産業界等へ先進的なアプリケーションソフトウェアが普及する。

・ 我が国における計算機資源が充実される。また、次世代スーパーコンピュータで培った技術が基になり大
学や研究機関等で使用される計算機へ下方展開され、様々な分野の研究開発成果が創出される。
（例：地球シミュレータの場合、地球シミュレータの技術を使用した新しい製品（ＳＸ－６、ＳＸ－６i：
ＮＥＣ）を約４００台出荷。）

・ 本プロジェクトにおいて開発される要素技術は関連製品へ利用される。サーバーやＰＣなどの関連分野に
おいては、年間約２２００億円の経済効果が期待される。

＜グランドチャレンジアプリケーションにより期待される成果＞
・ ナノ分野については、ナノ電子デバイスの設計やバイオ燃料生成用の酵素設計等に役立つシミュレーショ

ンソフトウェアについて研究開発を実施しており、期待される成果としては、高速、低消費電力のナノ電
子デバイスの実現の加速等が挙げられる。

・ ライフ分野については、タンパク質分子の反応や細胞･臓器の働きの詳細な解析により製薬･医療での活用
も視野に入れたシミュレーションソフトウェアの研究開発を実施しており、期待される成果としては、薬
の開発や医療の現場で患者のリスク軽減や、効率的で効果的な医薬品の開発等が挙げられる。

今後の展開
次世代スーパーコンピュータは平成２２年度の一部稼動、平成２４年完成。

研究成果のポイント
＜システム＞

平成１９年９月に文部科学省及び総合科学技術会議の評価を踏まえ、理化学研究所においてシステム構成
を正式決定し、現在詳細設計を本格化。

＜アプリケーション＞
次世代スーパーコンピュータを最大限利活用するためのナノ分野のソフトウェア開発を行う中核拠点、及
びライフ分野のソフトウェア開発を行う中核拠点を決定し、アプリケーションの研究開発を行っている。

＜施設整備＞
計算機棟は平成２０年３月、研究棟は平成２１年１月より建設を開始。

計画通り順調に進捗している。
（参考）次世代スーパーコンピュータの利活用について
・ 科学技術・学術審議会の下に作業部会を設置して、次世代スパコンの利活用の在り方を検討し、平成２０

年７月に報告書をとりまとめ。当該報告書を受け、平成２０年１２月文部科学省に「戦略委員会」を設置
し、利活用の具体的方策を検討中。
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高機能・超低消費電力コンピューティングの実現を可能とする
デバイスの開発

研究成果のポイント
大学等の知的ポテンシャルを活用した、実用化指向の産学官連携のプロジェクト研究として、

我が国が優位な技術であるメモリ、デバイス、ハードディスク等の要素技術開発を行っている。

○高機能・超低消費電力メモリの開発
スピントロニクス技術を用いた高速・低消費電力の世界最大規模の大容量不揮発性メモリ（２

Mbit)の試作に成功した（図１）。
また、その際に得た知見を基に、デバイスの更なる高機能化・高性能化に向けた研究開発を

行い、平成19年度にはスピントロニクス技術を用いた大容量不揮発性メモリ等の性能を決定す
る物理特性（TMR比）について、世界最高性能を有する材料（TMR比604％）の開発に成功した
（図２）。
○超小型大容量ハードディスクの開発

平成18年度に垂直磁気記録方式により世界最高の記録密度（1TB/inch2）を可能とする要素
技術開発を行い、参加企業による垂直磁気記録ハードディスクドライブの高機能化に貢献した
（図３）。

本研究は､平成14年から平成18年度において実施した「超小型大容量ハードディスクの開
発」 、「高機能・超低消費電力メモリの開発」、及び、平成19年度から実施している「高機能・超
低消費電力コンピューティングのためのデバイス・システム基盤技術の研究開発」の成果であり､
東北大学電気通信研究所を中心とした産学連携体制を構築し実施している｡

期待される効果、今後の展開
高度情報化社会における情報通信機器の数量の急激な増大、高機能化・高性能化により、その

消費電力が爆発的に増加しており、情報通信機器の低消費電力化が必要となっている。
そのため、平成19年度から実施している「高機能・超低消費電力コンピューティングのためのデ

バイス・システム基盤技術の研究開発」を更に進め、不揮発性メモリを用いた高速・不揮発ロジック
インメモリ（電力/速度比、1/1000以下（従来技術の延長と比較））を開発するとともに、テラビット級
次世代垂直記録技術による超高速大容量ストレージシステム（電力/容量比1/20以下（プロジェク
ト開始時と比較））の開発を行う。

本研究成果については、他省庁や民間企業と連携し、実用化に向けた開発（量産化技術等）に
つなげることで、不揮発性ロジックを用いた瞬時に起動する高機能・超低消費電力PCの実現や、
大容量ハードディスクドライブの実現によるデータセンター等の省電力化を実現する。

（図１） スピン注入書込方式で世界最大規模
である2Mbitの不揮発性メモリの試作に成功
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自律移動支援システムの開発・普及

研究成果のポイント

我が国の先進的なユビキタスネットワーク技術を活用し、「いつでも、どこでも、だれでも」移
動等に関する情報を入手でき、すべての人が安心して快適に移動することができる環境を構築
する「自律移動支援プロジェクト」を2004年度から推進しており、2010年度までに自律移動支援
システムの確立を目指している。

本プロジェクトは、学識経験者等から構成される評価委員会及び技術検討会議を立ち上げ、
評価委員会では、実証実験の検証項目に対する助言、自律移動支援プロジェクトの全体評価
に関する提言及びシステムの確立に向けた課題に関する提言を頂き、技術検討会議では、技
術仕様書（案）に対する助言、技術的課題への対応に対する助言及び特許、国際標準への対
応に対する助言を頂いた。

2009年3月に開催した評価委員会、技術検討会議等の意見を踏まえ、システムに関連する技
術仕様書（ガイドライン等）、官民連携運用モデル及びセキュリティガイドラインを策定し、自律
移動支援システムの実用化に一定の目処がついた。

本システムの開発においては、これまで、（株）横須賀テレコムリサーチパーク、（株）エヌ・
ティ・ティ・ドコモ及び（株）ナビタイムジャパンなどの民間企業の協力を得て、国土交通省及び
東京都庁、神戸市及び奈良市などの地方公共団体が中心となって実施した。

期待される効果、今後の展開

幹線交通の開通を契機とした国内外の交流促進や観光振興による地域活性化などの地域の
様々な課題に対応するため、ユビキタス技術等を活用して、あらゆる歩行者が移動に関連する情
報をいつでも、どこでも手に入れることができる環境を街づくりの中に構築するため、地方公共団
体等が実施する特に優れた先進的な取組を「モビリティサポートモデル事業」として支援し、その成
果を全国に広く周知、提供することにより、ユビキタス技術を活用した移動支援システムの普及を
図る。
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ホログラフィ原理を応用した３次元映像技術を開発

研究成果のポイント

ホログラフィ原理を応用して、実物と同等の超リアルな３次元映像を視聴者の前に浮かび上
がらせる技術（電子ホログラフィ技術）の基礎技術を世界に先駆けて開発した。

ホログラフィは、静止画像については、レーザー光で写真乾板に焼き付けることにより実物と
同等の立体像を記録・再生可能な技術が既に存在するが、本研究開発では、動画像について、
信号処理技術や液晶技術を活用し、ハイビジョンカメラを用いた立体撮像装置で撮影した実写
映像を、リアルタイムにホログラフィとして再生・表示することを可能とした。

現時点において、同技術により、画面サイズ: 約1インチ、画質: ワンセグの1/2級、視域: 15度
（モノクロ映像の場合。カラー映像では4度。）、色: RGB３原色カラー化を達成している。

本研究は、総務省から交付された運営費交付金により、 （独）情報通信研究機構（以下
「NICT」という。）が実施した。

期待される効果、今後の展開 （本研究のもたらす効果、次の展開等を記載）

本研究がもたらす３次元映像技術は、その臨場感の高い映像表示性能により、真にリアルで、
人間に優しく、心を豊かにするコミュニケーションを実現するものであり、その成果は、通信・放送、
商取引・産業、医療、教育・文化、エンターテイメント等の様々な分野における新たな製品・サー
ビスの創造等に寄与することが期待される。

さらに、平成21年度からは、電子ホログラフィ技術の性能向上を図るとともに、NICTが開発し
た基礎技術を基に、民間企業が有するデバイス開発技術、大学等が有する映像視聴の心理学・
生理学的影響に関する知見、映像技術と関連の高い音響技術、五感情報技術等を組み合わせ
て、革新的なコミュニケーションシステムの研究開発を進めるため、NICTにおいて産学官連携の
研究開発プロジェクト「革新的な３次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開
発」を開始する。
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ホログラフィをリアルタイムに動画像で再生・表示するシステム
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両眼視可能）を達成。
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超高速のインターネット衛星通信技術を実証

研究成果のポイント

2015年頃までにギガビット級の超高速のインターネット衛星通信技術を確立する。

衛星交換技術においては世界最速の155Mbpsの処理速度を軌道上の衛星を用いて実証した。
また、交換機を通さず直接中継する非再生中継モードにおいては、開発した高速バーストモデ
ムを用いて、1.2Gbps（622Mbps×2ch）の衛星データ通信に成功した。

これらの技術を利用し、映像や高精細度の画像、大容量データを用いた災害対策、遠隔教育、
遠隔医療等の利用実証を継続して実施している。

本研究は衛星の開発機関である情報通信研究機構（NICT）、宇宙航空研究開発機構(JAXA)
による推進実施体制をとっている。また、公募により大学や民間企業等から提案された様々な
アプリケーション実験を並行して実施している。

期待される効果、今後の展開
本研究により、地上ネットワークの整備が遅れている地域の情報格差の解消をはじめ、災害対

策、遠隔医療、遠隔教育への利用等に必要なギガビット級の超高速のインターネット衛星通信技
術の確立を行う。

「きずな」1.2 Gbps通信イメージ図「きずな」155Mbps通信イメージ図



400MHzから6GHz帯まで電波の利用環境が認識可能なコ

グニティブ無線機を世界初開発

研究成果のポイント
400MHz-6GHz帯までの選択された周波数帯における電波の利用環境をセンシングし、その

結果に基づき、利用可能な通信システムを同定し、ユーザの意向にあわせて接続すべき通信
システムを選択可能なコグニティブ無線機の開発に世界で初めて成功した。

400MHz-6GHz帯までの選択された周波数帯における電波の利用をセンシング可能な高周
波部およびIEEE802.11系無線LAN,W－CDMAに代表される第3世代移動通信システムなら
びに地上波デジタル放送等信号処理が大きい無線通信/放送システムに対しても処理可能で
且つ、高信頼可変通信技術で設計したソフトウェアプラットフォームも収容可能な信号処理部の
開発の一次試作が終了した。また、高信頼可変通信技術で設計したセンシング機能、利用可
能な通信システムを同定し、学習の結果、ユーザの意向にあわせて接続すべき通信システム
を選択することを司るソフトウェアプラットフォームの実装を行った。またこの基本構成は
IEEE802.1900.4において標準方式として採択された。

本研究は 総務省電波利用料財源「コグニティブ無線端末機の実現に向けた要素技術の研
究開発」及び独立行政法人情報通信研究機構運営費交付金による成果で、（独）情報通信研
究機構が中心となって実施した。

期待される効果、今後の展開
周囲の電波利用環境を適切に把握し、最適な周波数帯やアクセス方式等を柔軟に選択する

通信システムを実現することにより、今後ブロードバンド移動通信システムに割り当てる周波数
帯がなくなった場合においても、周波数利用効率を落とすことなく利用できる通信技術を確立す
ることにより社会的貢献を図る。

(左）開発されたコグニティブ

無線機
（右）センシングを行っている
様子

コグニティブ無線機用ハードウェアプラットフォーム、左：高周波
部、中：FPGA信号処理部、右：CPU信号処理部



ボットを捕獲・解析し、ボット感染者に対して駆除ソフトを配布するた
めの試行

研究成果のポイント

期待される効果、今後の展開
ボットプログラムに感染したコンピュータからのスパムメール送信やサイバー攻撃等を迅
速かつ効果的に停止させるための枠組みが構築されることが期待される。

① 極めて多数のＩＰアドレスを付与した
「Honey Pot（おとりPC）」を設置。
感染拡大中のボットプログラムを捕捉。

② 捕捉したボットプログラムの解析を実施。
併せて、ボットプログラムの駆除ソフト
を作成。

③ 解析結果を踏まえ、捕捉済みのボット
プログラムを他者に迷惑をかけないよ
うに、動的保存。新たに感染拡大中の
ボットプログラムを捕捉。

④ ②の解析結果を踏まえ、ボット化したＰ
Ｃによる通信特性をＩＳＰに伝達。

⑤ ④をもとに、ボット化したＰＣを検出

⑥ ボット化したＰＣの所有者（接続契約
者）に対し、駆除ソフトの利用を推奨

⑦ ポータルサイトにて駆除ソフトを配布、
適用

※ なお、青字部分②は経済産業省にて、
緑字部分⑥はＩＳＰにて実施
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ボットプログラム

ボットプログラム

ISP

ISP

ISP 攻撃捕捉
装置

ISP

ISP

攻撃や迷惑メール送信元情報

攻撃や迷惑メール送信元情報

対策推奨

対策推奨

対策検討

ボット

ボット

ボット

ボット

ボット

ボット

ボット

ボットプログラム

ボットプログラム

スパム

スパム

※ ISP ： インターネット接続サービス提供事業者
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⑥

②

①、③

④、⑤

2006年12月より、経済産業省と連携してボット対策プロジェクトを開始し、ボット感染者に
対してボットに感染していることを警告すると共に、経済産業省側で開発した駆除ソフトを
配布。
本試行を通じて、ボットを最適な形で捕獲するためのハニーポッド(ボットを捕獲するシステ
ム)の設定や、ボット感染者に対して効果的に駆除ソフトを配布するための方法等が把握で
きた。
本試行により、2008年12月現在で注意喚起者数321,949人、駆除ツールダウンロード数
497,136回を数えるに至った。
本試行は、NTT Comunications株式会社が中心になってボットの捕獲システムの構築・運
用を行い、Telecom ISAC JapanがISPを取りまとめている。捕獲したボットは、経済産業
省にて解析した上で駆除ソフトを開発し、Telecom ISAC Japanが取りまとめたISPを通し
てボット感染者に駆除ソフトを配布している。



研究成果のポイント

環境に埋め込まれたアンコンシャス型ロボットから、ロボットの周りにいる人々の状況や位置情報
を得ることで、ビジブル型ロボットが相手や状況に応じた会話やジェスチャを行うネットワークロボッ
トの高度対話技術を実現した。

人々がもつICタグを環境に取り付けたRFID読み取り機が読み取ることにより、人々の位置、行動
履歴、さらに人間関係を認識できることを明らかにした。これらの情報を利用し、人が行きかう環境
において、相手の位置や行動に応じた高度対話をビジブル型ロボットが行う仕組みを実現した。さ
らに、ICタグにより相手を識別し、対話履歴に基づく親しみのある対話機能も実現した。

ショッピングセンタ内のほぼ全ての店舗や施設（約100ヶ所）を案内する実験では、案内ロボットの
利用者数は１日平均約200人であった。この利用者数は実験期間中ほぼ一定であり、案内ロボット
は1ヶ月間常に盛況であった。即ち、実証実験により実際のネットワークロボットの有効性を確認し
た。

本研究は､総務省の委託研究｢ネットワーク・ヒューマン・インターフェースに関する総合的な研究
開発（ネットワークロボット技術）｣の成果であり､（株）国際電気通信基礎技術研究所、日本電信電
話（株）、三菱重工業（株）、（株）東芝の4社が実施した。

期待される効果、今後の展開

本研究は、日本が得意とするロボット技術を環境に多数のセンサを偏在させるユビキタ
ス技術と融合し、人々とのコミュニケーションに用いることで、人が行き交う公共の場で
利用できるようなロボットのための基礎技術を構築するものであり、その成果は、高齢者
や障害者など普段の生活において、移動や情報取得に困難を伴う人々の支援など、幅広く
応用が期待されるものである。今後、より実用に近づけるためにロボットの移動機能をさ
らに積極的に取り入れ、人々の移動行動を認識して、その行動を支援するような技術の実
現へと結び付けてゆくことが望まれる。

また、本技術の事業への展開として、アンコンシャス型ロボット(カメラ)とビジブル型
ロボット(wakamaru)を組み合わせて「大型店舗向け広告・宣伝用ロボットシステム事業」
の試行検証を、広告代理店等と協力し進めている。

科学館での展示物説明（左）、ショッピングセンターの案内（右）のフィールド実験

環境に埋め込まれたロボットと協調・連携して相手や
状況に応じた親しみやすい対話行動を実現



目で見た文字や図形を、脳活動からコンピューターで
再現する技術の開発に成功

研究成果のポイント

人が目で見ている文字や図形などの画像を、脳活動パターンの計測及び解析によりコン
ピュータで再現する技術の開発に世界で初めて成功した。

従来の手法では、あらかじめ脳活動を計測して パターンを学習しておいた少数個の選択肢
（縦縞か横縞か、など）のうちどの図形を見ていたかを当てることはできても、見ているものを
「画像」として取り出すことはできなかった。本研究では、人が物を目で見たときの脳の血流パ
ターンの変化を機能的磁気共鳴画像（fMRI）装置を用いて計測し、解析を行うことで、 10×10
ピクセルからなる画像を高い精度で再構成する技術の開発に成功した。また、2秒ごとに得られ
るMRIスキャンを解析するこ とで、見ている映像を動画として再構成することにも成功した。

本研究は、 （株）国際電気通信基礎技術研究所（ATR）、（独）情報通信研究機構（NICT）など
の研究グループにより実施された研究開発プロジェクトによる成果であり、総務省としても研究
開発の支援を行ってきたものである。

期待される効果、今後の展開

本研究と同じ手法を用いて、心的イメージや夢のような物理的には 存在しない主観的体験を、
画像として客観的に取り出せる可能性がある。したがって、本研究で開発した手法は、 心を生み
出す脳内メカニズムを探るツールとなると同時に、医療における心理状態のモニタリングや、高齢
者や障害者などコミュニケーション手段が限られる人への新たな意思表示手段の提供、脳を介し
た 情報伝達システムの開発など、さまざまな分野での応用が期待される。またデザインや芸術創
作活動において、言語化するのが困難な映像表現を脳信号からそのまま映像として取り出すなど、
新たな創造的活動の手段を提供することにも応用できる可能性がある。

人が見た画像を
そのまま表示

画像

脳活動の計測
解析




